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　調布「憲法ひろば」の第８９回例会は１月１１日午後５時半から、国領・あくろすホールで「憲法をめぐる情勢と10年目の九条運動」と題して「九条の会」事務局長（東京大学教授、国文学者）小森陽一さん(写真上）のお話を聴きました。会場は一杯（１００人近く）の参加者で溢れ、韓国KBSテレビの取材もあって、安倍政権の暴走を抑える気概満々。


　司会はひろば世話人の大野哲夫さん(写真下)。レポートは日置克之世話人が担当しました。


　　　（編集部）





秘密保護法の


廃止に全力を


　小森さんは、まず１２月の国会で自民・公明の安倍政権が圧倒的な世論も国民の声も無視して強引に押し切った「特定秘密保護法」が「国家安全保障会議」と連動していることを指摘され、この「戦争する国づくり」に狂奔する安倍政権の暴走を阻止する運動を広げてゆくことの重要性を訴えられました。


憲法改悪を歴


史的に捉える


　次に憲法改悪の現段階を歴史的にとらえることの意味、参院選後の安倍政権と国民の対決点と、息も切らせず話が進みました。その中で特に強調されたのは、「集団的自衛権の行使容認」による自衛隊の海外での武力行使、安倍首相の言う「歴史的使命」の内実は、つまり、小松一郎内閣法制局長官を使って解釈改憲を可能にし、アフガニスタンやイラクをはじめ世界中の紛争地に介入しているアメリカ軍に否応なく協力させられることになるということ、「国際協力」の実質は「対米従属」であるということなど。一昨年４月に出された自民党の改憲草案を引用しながら、現行憲法が持つ力を明らかにしました。


講演後に質問


や意見が続出


　講演を聴いて、参加者からあれこれの質問や提案が続出しました。北東アジアの安全保障問題、チェルノブイリ原発事故の後ソ連が崩壊したが同じことが日本でも進んで行くのではないか？　六〇年安保闘争や七〇年代の美濃部都政の経験を現在とどう対比し、そこから何を学ぶことができるか、いま行われている都知事選をどうたたかうか、等など。


草の根運動の


可能性を語る


　小森さんは、それらの質問に応えながら、母親に手をひかれて安保反対集会に行ったことや、小学生は「アンポ・ハンタイ」ごっこをして遊んでいたこと、いま「九条の会」の事務局長として日本中を東奔西走しているが、草の根からの運動が大きく広がっているので、髪の毛で分身をつくる「孫悟空にでもなりたい気持ちですよ」と、自らの体験をユーモアを交えて語り、参加者に大きな励ましと感銘を与えました。


　（日置克之・記）

















